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1. !ま じ め
1793年までの『スコッツ・マガジン (The Scots Magazine)~ は，記事の編成と言う点では
目立った変化をみせず，雑誌タイトルの短縮をともないつつも，実質的には A. Murray と
J. Cockrane のもとで発行を継続してきているので，実質的にこれをこの雑誌の第 1 シリーズ
と考えることもできる。以下では，その後経営陣の安代が見られた1794年から1801年までのこ
の雑誌を第 2 次『スコッツ・マガジン』と呼び，アダム・スミス (Adam Smith) が没して後
の関係記事を取り上げることにしたし、。この期間のスミス関係記事は， 1796年 1 月と 2 月に連
載された「アダム・スミス伝」と， 同年 4 月に掲載されたいわゆる『哲学論集 (Essays on 
Philosoρhical Subjects, 1795.)~ 所収の 1 論文「模倣芸術と呼ばれるものにおいて生ずる模
倣の性質について (Of the Nature of that Imitation which takes place what are 
called the Imitative Arts.)J からの抜粋，そして1801年 6 月と 7 月に掲載された「アダム・
スミス小伝」であるが，本稿では前 2 者を取り上げることにしたい。
(1) 1739年の創刊以来，雑誌の扉には， Sands, Brymer, Donaldson の名前が時たま入ることはあっ
ても， Printed by Murray and Cockrane が一貫して印刷されている。雑誌タイトノレの変遷につい
ては渡辺 [1992J の279ページの注1) を参照。 William Sands [(1736-70)? )], Alexander Brymer 
[1733-42(?)J , James Cockran [1739~1785J ， Alexander Murray [1734-81(?)) のそれぞれにつ
いては， Plomer [1968J の p. 351, p. 288, p. 293, p. 339 を参照のこと。 Murray は Thomas
Ruddiman のもとで修業したらしい。 Ruddiman については，さしあたり Duncan (1965) の pp.
1-6 を見よ。
(2) 創刊以来のモットー， Ne quid falsi dicere audeat quid veri non audeat. (1し、かなる虚偽を
も言うことを彼はあえてすべからず， \，、かなる真実をも言うことをあえてすべしJ) は継承しつつも，
1794年 1 月号の扉には， James Watson の紋章が掲げられ，この号く第56巻>をもって新たなシリ
ーズとすることが示され，そこには Printed by Alex. Chapman and Company. For James 
Watson and Company, NO 40. South Bridge. と印刷されている。
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1. I アダム・スミス{云」
別稿において検討を加えたように，この雑誌に「スミス伝」が掲載されるのはこれが始めて
ではない。だが，その場合の「スミス伝」はスミスの経歴については最小限にとどめ，有名な
彼の放心癖，教授職を離れる際や税関委員に赴任した時の彼の実直な性格などをめぐるいわゆ
るエピソードに力点を置いた点に特徴をもっていた。それに対してこの場合は，些細なことを
除けば，その後の研究において「スミス伝」の中ではもっとも古く，かつ同時代の史料を縦横
に使用しているという点で権威あるものとされてきたデユーゴルド・ステュアート (Dugald 
Stewart) の「スミス伝 (Account of the life and writings of Adam Smith LL. D.)J を
下敷きにしており，短いながらも標準的な「スミス伝」を読者に提供することになっている。
以下グラスゴウ版スミス全集第 3 巻所収のそれとの異同を示しつつ，紹介を試みることにした
L 、。
<アダム・スミス法学博士の生涯についての説明，肖像画を付す〉
『諸国民の富の性質と諸原因に関する研究』の著者アダム・スミスは，カーコーディの税関
支アダム・スミスとストラセンリのダグラス氏の娘マーガレット・ダグラスとの息子であった。
彼はカーコーディで1723年 6 月 5 日に生まれた。
彼が 3 歳の頃彼の身に降りかかった出来事は大変興味深いので，非常に重要な生涯の説明に
おいては書きもらすことができない。彼は母親に伴われて彼の叔父のダグラス氏を訪ねてスト
(3) 渡辺 (1992J. 276-278ページ参照。
(4) この『スコッツ・マガジン』の記事について，ポルグ、レイヴの経済学辞典は，その「スミス伝」が
1793年 1 月 21 日と 3 月 18日にエディンバラのロイアル・ソサイエティで朗読された前述の「スミス
伝」の再録であるとしているくHiggs (1926J. Vol. 11. p. 422) が，それを下敷きにしたことは明
らかであるにしても，その実体は忠実な再録ではなく，その自由な要約というべきである。それにし
てもすでにデユーゴfレド・ステュアートの「スミス伝」にはすでに単行本として邦訳が出されている
のに，ここであえてこの記事を訳出するのは，すでにある邦訳は原文の格調の高さを伝えている反面，
現代の読者にとってはその調子がいかめしく，とっつきにくいものになっていると考えたからである。
(5) 雑誌の巻頭には，この雑誌の 2 月号79ページに言われているように，いわゆるタッシーのメダルに
よって彫刻されたという右向きのスミスの肖像画が掲載されている。スミスの肖像画をめぐ、つては
Bonar (1894) 以来，とりわけスミス研究の盛んなわが国では少なからぬ議論が行なわれてきた。こ
の問題に関する現段階での筆者の見解は，スミスの存命中の製作ということから，いわゆるタッシー
のメダ、ノレとジョン・ケイのエッチングとの 2種類が信頼に値するらしいということにとどめたい。
Chambers [1855J も Anderson [1863J もタッシーに信頼を置いており，後者はタ γ シーをもとに
した肖像画をスミス像として掲げている。わが国で、は比較的最近以上の 2 者以外のスミス像をも含め
た詮索が行なわれた(大河内 [1972J 蛇原 [1984J 大河内 [1984])。この雑誌には. 1801年 6 月号に
もスミス像が見られるが，これらのスミス像がこの問題に対するなんらかの示唆を与えうるか否か，
今後機会を得ることがで、きれば論じてみたい。
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ラセンリに赴いていたが，ある日ひとりで館の出入口のところで遊んでいた時に，スコットラ
ンドではティンカーと言う名前で知られる浮浪者の一団の一つにさらわれた。幸運なことに，
彼がいないことにすぐ、に気付いた彼の叔父はいく人かの浮浪者が立ち去ったことを聞きつけ，
できる限りの助けをかりで彼らを追いかけたが，ょうやくレスリーの森で彼らに追い付き，科
学の領域を広げるだけでなく，ヨーロッパの商業政策を啓蒙・改革する運命にあった天才をめ
で、たくこの世に残すこととなったので、ある。
スミス氏はその教育の最初の基礎をカーコーディの学校で受けた。彼の若い頃の友人の中に
あって彼は，その書物に対する情熱や人並はずれた記憶力によって，まもなく人の注目を引く
こととなった。体力に恵まれなかったので彼はさらに活発な娯楽に加わることができなかった
けれども，彼はその性質のために友人たちから大いに愛されたので、あった。つまり，情熱的で
はあったが，普通以上に優しく寛大だったのである。その時でも彼は，相手がいないのに話を
したり，人前で放心状態となるという，生涯彼に付きまとった習性のために際立っていた。
カーコ}ディの文法学校から彼は1737年グラスゴウ大学に行かされたが，そこに彼は，スネ
ル基金の奨学生としてオクスフォードのベイリオル・カレジに派遣されることになった1740年
までとどまったのであった。同大学において彼が得意であった研究は，数学と自然哲学であっ
た。しかし，これらは確かに彼が卓越すべく素質を与えられた学問で、もなかったし，それ以上
に彼の性分にあった研究から長らく彼を引き離すようなものでもなかった。人間本性のあらゆ
る分野にわたる研究，とりわけ人類の政治史の研究が彼の好奇心と野心とに限りない領域を広
げたのであった。また，それは彼の多面的で、包括的な才能の様々な能力のすべてに活動の機会
を与えながら，社会の幸福と改善に貢献したいという彼の支配的な情熱を満足させたので、あっ
た。彼は，余暇の時間にそれほど激しく熱中したわけで、はなかった純文学によって方向をそら
されたとはいえ，オクスフォード、に移った時以降，ほとんどもっぱらこの仕事に専心したよう
に思われる。しかし，彼は若い頃習得したことの記憶を晩年になってさえ失うことがなかった。
それはたんに彼の会話に輝きを与えただけで、なく，真理の研究において精神の自然的進歩に関
する彼の得意の諸理論のいくつかを，諸発見の関連と継続がもっとも有効にたどられるかの科
学の歴史によって彼が例証するのを可能にしたので、あった。オクスフォードに 7年滞在した後
に彼はカーコーディに戻り，研究に専念したが，前途については特にこれという計画もなしに
母親と共に 2 年閉幕らした。彼はもともとイングランド国教会の聖職者に予定されていたが，
(6) グラスゴウ版スミス全集所収のデユーゴfレド・ステュアートの「スミス伝」には，各パラグラフに
通し番号が入っているが，その第 1 節第 l パラグラフを短縮したものである。続く第 2 パラグラフは
省略され，第 3 バラグラフは忠実に再録されている。
(7) 第 l 節の第 4 ・第 5 パラグラフの大要を合体したものになっている。
(8) 第 6 パラグラフに相当する。
(9) 第 7 パラグラフの 1 文章である。
(10) 第 8 パラグラフのほとんどの文章が組み入れられている。
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牧師職は自分の好みには合わないことを倍り，彼はこの場合彼の友人たちの希望よりも自分の
性向に従うことを選んだ。そして，友人たちの配慮によってお膳立てされていた計画のすべて
を一挙に投げ捨てて故郷に帰り，学識によって導かれる穏当な成果がある程度はスコットラン
ドでおそかれはやかれ手に入るとし、う不確実な見通しだけに彼の望みをつなぐことにした。
1748年彼はエディンパラに居を定め，この年とそれに続く年には，ケイムズ卿の後援のもと
に修辞学と文学に関する講義を行なった。ほぼこの時代に，彼は数多くの著名な人々，とりわ
け後に友人関係にまで発展したデ、イヴィド・ヒューム氏との交友を結んだ。その友情は，双方
の側において天才への賞賛と純真さへの愛に基づいたものであって，それこそが，二人が後世
に記録に残すベく示した野心から判断しでも，この卓越した人物それぞれの経歴において興味
ある事情を構成しているのである。
1751年に彼はグラスゴウ大学論理学教授に選任された。そして，その翌年，同大学の道徳哲
学教授職に籍を移された。この地位に彼は13年間在任したが，この時期を彼は生涯のもっとも
有益で幸福な期間として，しばしば回顧するのが常であった。事実それは彼が才能を発揮する
のに最適の境遇であったし，またそこでは彼の職業上の日々の労働がたえず彼の注意を彼の得
意とする研究に引きつけ，彼が後に世に発表することになった重要な思索に彼の心を慣れ親し
ませ続けたのであった。
グラスゴウでの教授時代のスミス氏の講義のうち，彼自身が『道徳感情論』と『国富論』と
いう形で公刊したものを除けば，いかなる部分も保存されていない。
スミス氏の力量が最大限にまで達しているように思われる状態は教授としてのそれ以外にな
かった。彼が講義を口述する場合，彼はほとんど全面的に即席の雄弁術を頼りにしていた。彼
の態度は優雅ではなかったにせよ，淡々として気取りがなかった。また，彼自身が常に主題に
関心を寄せている様子だったので，彼は聴衆の興味を必ず引かずにはおかなかった。彼の教授
としての名戸はしたがってとても高まり，非常に遠方から多数の学生がただ彼のうわさだけに
よって大学に押し寄せたので、あった。彼の教えた学問分野はその地において流行となり，彼の
発声法や話し方の小さな特徴さえも，しばしば模倣の対象となった。
スミス氏が彼の熱意と能力によって公的な教師としてこのように有名になりつつある聞に，
彼は，自分の道徳哲学体系の出版の準備をすることによって，さらに大きな名声の基礎を徐々
に固めつつあった。この著作の初版は『道徳感情論』の表題のもとに1759年に現われたが，こ
(11) 第 9 ・ 10パラグラフが省略され，第11パラグラフが採録されている。
(12) 第12 ・ 13パラグラフの大要の合体である。
(13) 第14パラグラフの大部分に相当する。
く14) 第15パラグラフの 1 部に相当する。以下第16"-'21パラグラフにわたりジョン・ミラーからの証言が
続くが，そのほとんどが省略されている。
(15) 第21パラグラフの 1 部に相当する。
(16) 第22パラグラフが採録されている。
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の労作は，非常によく知られておりきわめて正当な評価を受けているので，ここで説明を加え
(17) 
たり賛辞を弄したりする必要がない。~道徳感情論』と同じ巻の中でスミス氏は『言語の起源
について，および本源的ならびに複合的である諸言語の異なった特性について』という論文を
公表した。これは非常に創意に富んだ論文であり，著者自身これを高く評価していた。しかし，
彼の公刊物を概観すると，これはそこに盛られた意見のためというよりも，むしろ特殊な種類
の研究の実例としてわれわれが注意するのに値する。それは，道徳的政治的ないし文学的を問
わず，スミス氏の様々な著作のすべての中で、跡付けることがで、きるので、ある:
『道徳感情論』の公刊の後，スミス氏はグラスゴウに 4年間滞在し，精力を衰えさせること
なく公務を遂行し，名戸もいよいよ高まることとなった。
1768年の終わり頃，スミス氏はチャールズ・タウンゼ、ント氏からパックルー公爵の旅行に同
行してほしいという誘いを受けた。そこで，この提案に提示された寛容な条件に加えて，ヨー
ロッパ大陸を訪れてみたし、という彼のかねてからの強い願望に惹かれて，彼はグラスゴウの教
職を辞することになった。彼の身分上の変化の結果として彼が結ぶことになった人間関係につ
いて，彼が満足したのは大いに理由のあるところであり，彼もそのことについて常に喜びと感
謝をもって言及していた。社会にとってはこれはおそらく同じ程度に幸運な変化ではなかった。
というのも自然が彼の運命として与えたと思われる勤勉な余暇がそのために中断されたからで
ある。事実，このような余暇の中にあってのみ，彼は彼の若々しい天才の野心をくすぐったあ
の学問的計画の完成を望むことがで、きたはすやだったからである。
しかし，この時期を境に彼の習慣に起った変化はそれなりの利点を持たなかったわけで、はな
い。彼はこれまで大学の壁の中で主として生活してきた。そして彼のような精神の持ち主にと
って，人間性の観察はそれがどれほど小さな規模のものであれ，世界という大舞台で経過する
ことについてかなり正当な観念を伝えるのに不十分ではないとはいえ，彼が後に経験したさま
ざまな場面が彼の心を数多くの新たな観念で、豊かにし，また生活や習慣をどれほど優れて描写
したとしてもほとんど伝わらざるをえない誤解の多くを訂正したに相違ないということは疑い
ようがなし、。しかし，彼の旅行が人間本性の探求者としての彼に提供した知識がどのようなも
のであったにせよ，それらは彼がかの政治経済学の体系を完成させるのにおそらくさらに大い
に役立つたことであろう。その体系を世に出す準備をすることこそがし、まや彼の研究の主要な
目的なのであった。グラスゴウを離れた後，スミス氏は1764年の初めにロンドンで、バッグルー
(17) 第23パラグラフに加工を加えたものである。次の第24 ・ 25パラグラフは省略されている。
(18) 第26パラグラフの 1 部に相当する。以下第 2 節には， w道徳感情論』と『言語起源論』の解説が続
いているが，そのほとんどが省略されている。
(19) 第 2 節の第44パラグラフの 1 部分に相当し，第 2 節は以下第61パラグラフまで省略されている。
(20) 第 3 部第 1 パラグラフに相当し第 2 ・ 3 パラグラフが省略されている。
(21) 明らかに1763年の誤記である。
(22) 第 3 部第 4 パラグラフに相当する。
(23) 第 5 パラグラフのほとんどが採録されている。
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公爵と落ち合い，公爵と共に次の 3 月に大陸に向かつて出発した。
この最初のパリ訪問には，バックノレ一公爵とスミス氏はわずか10日ないし12日ほどしか費や
さず，その後彼らはトクールーズに向い，そこで18ヵ月間居を定めた。そして，スミス氏はこ
の土地で楽しい交友仲間を持つ喜びに加えて，フランスの国内政策に関する彼の情報を広げる
機会を得たが，それは高等法院のいく人かの主要な人物と親しく交際したことによってであっ
た。
トウールーズから二人はかなり長旅をしてフランス南部を通りジュネーヴに行き，そこで 2
ヵ月過ごした。 1765年のクリスマスごろ彼らはパリに戻り，翌年の11月までそこに滞在した。
スミス氏がこの10ヵ月をともに過ごした交友仲間は，ヒューム氏の推薦の結果として彼が受け
た便宜によって想像されるものである。テュルゴ，ケネー，ネッケル，ダランベーノレ，エルベ
シウス，マルモンテノレ， リコボーニ夫人が彼の知人の中におり，これらいく人かを彼はその後
においても友人の中に数え続けた。
彼が彼の生涯の中のこの非常に興味ある時期について何ら日記を書き留めなかったのは誠に
残念なことである。しかも彼は手紙を書くことも大層嫌っていたので，友人たちと彼の往復書
簡の中に，この時代の覚書一つさえ存在していないのである。彼の記憶力の大きさと正確さに
匹敵する人はまずいなかったので，彼が見聞したことを書き留めることは彼自身にとってはほ
とんど重要で、はなかった。また，彼が手元の草稿のすべてを死の直前に破棄しようとしたとい
う気遣いからすると，彼の才能の永続的な記念碑と彼の私生活の中で模範的価値を持つものと
によって与えられるもの以外に，彼は伝記作家にはし、かなる材料も残そうとは考えなかったよ
うに思われる。
1766年10月彼はその高貴な教え子と共にロンドンに戻った。彼が旅から受けた満足に関する
印象については，閣下からステュアート教授あてに書かれた書簡の次の一節から想像され得る
であろう。 r私たちは意見の相違や失望はほんの少しもなく約 3 年間を共にすごしたのち，ロ
ンドンに帰りました。私の側としましては，これほどの人物と行動を伴にすることから期待し
うるあらゆる利益を手に入れたわけです。私たちは彼の最期の時に至るまで友情を保ち続けま
した。そして，私は偉大な才能ばかりでなく，個人的美徳のすべてのために私が敬愛した友人
を失ってしまったという印象を今後いつまでも抱き続けることでしょう。」
スミス氏が次の10年間を費した隠退生活は，彼がしばらくの間慣れ親しんできた落ち着きの
ない生活様式と著しい対照をなしていたが，彼の生まれながらの気質と最初の習慣には非常に
(24) 第 6 パラグラフの第 1 文章が採録されている。
(25) 第 7 パラグラフが採録されている。
(26) 第 8 パラグラフの 1 部に相当する。
(27) 第 9 パラグラフは省略されている。
(28) 第10パラグラフの大要である。以下第11"-' 15パラグラフは省略されている。
(29) 第16パラグラフの改作である。
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相応しいものだったので，相等の苦労なしには彼を説得してこの生活を離れさせるにはかなり
の苦労が必要であるように思われた。この期間全体を通じて(エディンパラやロンドシへの数
回の訪問は別として)， 彼は母親と共にカーコーディにこもり，常に充実した研究に余念がな
かったが，時々古い学校友達のいく人かとの集りで心をくつろがせたので、あった。このような
人たちとの会合をスミス氏は楽しみとしており，また彼らにとって彼は敬慕の的であった。そ
れは彼の飾り気のない勿体ぶらない態度によるばかりでなく，彼の子供のころからの特徴とな
ってきた家庭的な習慣を友人たち全員がすっかり知っていたからであった。ヒューム氏は「都
市を文人にとっての真の舞台である」とみなしたので，何回となくスミス氏をその隠退生活か
ら連れだそうと試みたけれども無駄で、あった。ついに1776年初頭彼は『諸国民の富の性質と諸
原因に関する研究』の公刊によって，彼の長い隠退生活の理由を世間に明らかにした。彼は，
自分の友人の学向上の評判について友情あふれる心遣いを示すヒューム氏から，この出来事に
関する祝福の手紙を受け取っている。それは1776年 4 月 1 日の日付であったが，それはヒュー
ム氏の死のおよそ 6 ヵ月前であった。 wでかしたぞ。みごとだ。親愛なるスミス君，僕は君の
労作に大変喜んで、いる。また，それを票読して僕は非常な不安状態から抜け出せた。あれは何
しろ君自身によって，君の友人たちによって，また公衆によって，あれほど期待された著作な
のだから，僕はその出現に身の震える思いだった。しかし，今はすっかり救われた気分だ。も
っともあの本を読むのは否応なしに非常な注意が必要とされるし，また公衆はほとんど注意な
ど払わない気質のものだから，僕はあの本が最初からたいそうな人気の的となると言うことに
はしばらくはなお疑わしくと思わないわけにはいかない。しかし，あの本には高度の知識と堅
実さと鋭さがある。それに，珍しい事実によって十分に例証されているから，必ずついには公
衆の注意を惹くに違いない。それは君の最近のロンドン滞在によっておそらく大いに改善され
たのだろう。君が今僕の炉端にいたとすれば，僕は君の原理のいくつかを討議したことだろう。
…・しかし，これらの，またその他いく百の事柄は会話の席の議論にもっぱら相応しいことだ
ろう。すぐにもそれをやりたいものだ。というのも僕は大変健康状態が悪いので，長く引き延
ばす余裕がないのだ。~J (続く ) [The Scots Magazine , 1796, Jan. p. 3J 
iW国富論』の公刊後約 2 年後に，スミス氏はスコットランドの英国税関委員の 1 員に任命さ
れた。それは，彼の評価においてはパックルー公爵の要請によって彼に与えられたのであった
からいっそう価値を増す昇進であった。この 2 年間の大部分を彼はロンドンで過ごし，社交生
活を楽しんだが，それが余りに広がり過ぎ多種多様となったので，彼には研究の趣味に専念す
(30) 第17パラグラフの大要である。
(31) 第18パラグラフの第 1 文章が採録されている。
(32) 第四パラグラフが採録され，第 3節最後の第20パラグラフが省略されている。ステュアートの「ス
ミス伝」の第 4節は29パラグラフからなり， w国富論』に関する説明があてられているが，ここでは
すべて省略されている。
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る機会が残らなかった。しかし，彼の時間は彼にとっては空費されたので、はなかった。という
のも，その多くはイングランドの学会の第一流の人々の何人かと過ごされたからである。これ
らについては，バーナード博士によって，博士の有名な作品『サー・ジョシュア・レイノルズ
氏とその友人たちに寄せた詩』の中に，かなり好意的な実例が残されている。
もし私に思想があって，その表わし方が分らない時には，
ギボンがいて，選ばれた簡潔な言葉で、
いかにそれを表現すべきかを私に教えてくれる。
ジョーンズは，私に謙譲の徳とギリシャ語を教え，
スミスはいかに考えるべきかを，パークはいかに語るべきかを，
そしてポークレアはいかに会話すべきかを私に教えてくれる。」
スミス氏は，税関委員会への任命の結果1778年にエディンパラに移り，ここで彼の生涯の最
後の12年間を過ごすことになったが，彼は彼のどんな欲求にもまさる裕福な生活を楽しむこと
ができ，また彼にとってさらに大きな価値を持ったことだが，余生を青年時代の仲間の中で過
ごせるという期待が持てたので、ある。
彼の母親は，すでに大変な高齢であったにもかかわらず，なお相当程度の健康を保ち，あら
ゆる機能をも損なわれずに維持していたので，彼に同行して市に移った。また彼の従姉のジェ
イン・ダグラス嬢(彼女は以前グラスゴウにおける彼の家族の一員であったし，この夫人に対
して彼は常に弟からのような愛情を感じていた〉は，彼女の叔母の虚弱さが求める優しい配慮
を彼と分かち合いながら，彼の家計を親切に切り盛りすることによって，彼には特に向いてい
なかった仕事から彼を解放した。
彼の新しい職務がもたらした収入の増加は，彼の持ち前の鷹揚な性質をそれまでの事情が許
したよりもはるかに大きく満足させる可能性を彼に与えた。そして，彼の非常に慎ましい生計
に比べると，彼が亡くなった当時の彼の手元資金の状態は，疑う余地もなく，彼の親しい知人
たちがかねてしばしば推測していたこと，すなわち彼の毎年の貯金の大きな部分が匿名の慈善
事業に充てられていたことを確証したのだった。彼が書物選択に卓越した判断力を示しながら
徐々に作り上げた小さいけれども優れた蔵書と，招待などという形式を取らずに彼が常に喜ん
で友人たちを迎えた，歓待心に溢れてはいるが質素な会食が，彼自身のものとみなすことので
きる唯一の出費であった。
(33) 第 5 節第 1 パラグラフから採録されている。
(34) 第 2 パラグラフが採録されている。
(35) 第 3 パラグラフが採録されている。
(36) 第 4 パラグラフが採録されている。
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エテ、ィンバラへの移転が生んだ彼の習慣上の変化は，彼の学問的探求にとっては同じように
有利ではなかった。彼の公務上の義務は，ほとんど想を練ることを要求しなかったとはいえ，
やはり彼の意気を消耗させ，彼の注意をかなり散漫にさせたので、あった。そして，彼の生涯が
閉じられた今，これらの任務が浪費させた時間を思うとき，その時間が世間にとってより有益
な，彼の心により適った労苦に用いられなかったことを悲しますYこはいられな?と
この市に彼が滞在していた最初の数年間は，彼の研究は完全に中断されたようであった。そ
して，学問への彼の情熱は，彼の余暇を楽しませ彼の会話に生気を与えることだけに役立つた
ように思われる。老齢からくる病弱は，彼はそれが近付いていることに早くから気付き始めて
いたにもかかわらず，すでに手遅れとなったころ，やっと彼が世間一般だけでなく彼自身の名
声に対しでも責任を負っている仕事を彼に想い出させた。彼がすでに公告した著作の主要な材
料ははるかに昔に蒐集されていた。そしておそらく， 2 , 3 年の健康と隠遁生活さえあれば，
この素材に彼の喜びであった体系的配列を施すのにほぼ足りたであろう。さらに，彼が熱心に
修練を重ね，そのうえ彼ができる限りの文章体験ののちに非常に苦労して自分自身の趣味に適
合させた，あの流暢で一見技巧のない文体の飾りをも加えたことで、あろ P?
*亡くなる少し前にスミス氏が私に述べたところでは(彼の伝記作家が伝えているが〉くこの注
記はデユーゴノレド・ステュアートによるスミス伝にはない。>，彼はあらゆる執筆修練ののちにお
いても，最初と同様にゆっくりと，かつ非常な困苦を覚えつつ文章を書いたという。それと同時に，
ヒューム氏はこの点に関してはなみなみならぬ手腕を身に付けてしまっていたので，彼の『イング
ランド史』の最後の数巻は若干の欄外訂正付きの彼の第 1 稿から印刷された，と付言している。
スミス氏が執筆に携わる時には，大抵の場合，秘書に口述しながら部屋の中をあちこち歩き廻っ
たということを知れば，読者の一部の好奇心を満足させるかもしれない。ヒューム氏のすべての作
品は(かねて私が確信してきたところでは〉彼の自筆で書かれていた。批判心に富んだ読者はこの
二人の権威ある著者のそれぞれの文体の中に，二人の別々の研究方法の結果を認めることができる
と思う。
1784年の母親の死は，これに引続いた1788年のダグラス嬢の死と共に，おそらく以上のよう
な計画を挫折させるのに寄与しただろう。この二人は60年以上にもわたって彼の愛情の対象で
あったし，また二人との共同生活の中で彼は子供のころから，彼の知るかぎりの家族としての
親愛の情を受けてきたのであった。彼はいまやひとりぼっちであり，助ける人を持たなかった。
そして，彼は彼の近親者を失ったことに平然と耐え，外観的には彼の従来の陽気さを取り戻し
たとはいえ，彼の健康と体力は彼の死の時期に至るまで徐々に衰退していった。彼の最後は17
90年，彼の従姉の死から 2 年のち，母親の死からは 6 年ののちのことであった。彼の最後の病
は腸の慢性的障害から起ったが，長引いて苦痛が激しかった。しかし，友人たちのこの上もな
(37) 第 5 パラグラフに相当する。
(38) 次の注も含めて第 6 パラグラフが採録されている。
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く優しい同情や，彼自身の理性による完全な諦念によって彼は病苦を鎮めるあらゆる慰めを手
に入れることができた。
彼は死の数日前，最後の時が急速に近付いてくるのを知って，彼の原稿の一切を破棄するよ
うに命令を下した。もっとも，若干の試論が例外として別に分け取られ，これらを彼は彼の遺
言執行人たちに託したのであったが，このようにして残りのすべては火に投じられた。これら
の草稿のそれぞれの内容が何であったかは彼のきわめて親しい友人たちにさえ知られていない。
しかし，それらが，ある程度は，彼が1748年にエディンパラで行った修辞学講義と，グラスゴ
ウでの彼の講義の一部を構成していた自然宗教と法律に関する講義とから成り立っていたこと
は疑いえない。学問に対するこの取り返しのつかない損害は，自分の死後の名芦をめぐる著者
としての立場からする過度の心遣いにある程度まで原因があった，ということはおそらく事実
であろう。しかし，彼の草稿のいくつかに関しては，彼がより高い動機に影響を受けたとは想
像できないのであろうか? ある哲学者が，青年時代から道徳的ないし政治的研究に従事して
きたとしても，自分の見解の基礎となっている論拠を自分にも完全に満足がゆくまで他人に述
べるのに成功することはきわめて稀である。そして，このような事態からこそ，ある個人の世
間に知られた諸原理は，その人が公衆に対して自己の率直さ，寛大さ，および判断を立証した
あとでは，それらの諸原理を支持するために個々の機会に彼が提示できる論証とは無関係に，
一種の重みと権威の資格を与えられるに至る。このような事情の秘かな自覚と，さらにまた，
重要な論証を正当に評価しないことによって真理の進歩が早められるということよりもむしろ
遅らされるのではないかという危慎とがおそらく多くの著作家の心を動かして，彼ら自身のど
れほど価値ある労作にもせよ，未完成な作品は世間から撤回させるようにして，彼ら自身が人
類にとって特に興味があると判断した諸原理に対しては賛同という形で一般的承認を得ること
(40)* 
で満足するようにしたので‘あろう。
*スミス氏が自らの最後の病気の少し前に，ロンドンに行く機会があったとき，彼はかねて自分
の原稿の処理を託していた友人たちに，自分が死んだ場合，自分の講義の全巻を破棄したのちに，
草稿の残りについては好きなようにして欲しいと強く要請した。さて彼が病弱になって，自分の最
後の日が迫ってくるのを悟ったとき，ふたたび同じ問題について友人たちに話をした。彼らは彼に，
心を安らかにし，彼の願望は自分たちが果たすから任せてもらいたいと申し出た。彼はその時には
満足した。しかし数日ののち，彼が自分の不安が完全に取り除かれていないのを知り，友人の一人
に直ちに全巻を破棄するように頼んだ。そこでそのように行われたが，すると彼の心は非常に和ら
ぎ，彼はその晩は彼のいつもの上機嫌で友人たちを迎えることができたのであった。
友人たちは毎日曜日に彼と夕食を共にする習慣であり，その晩も沢山の友人たちが集まっていた。
スミス氏は彼らと共にいつものように席に着くことができないのを自ら悟り，夕食前にベッドに戻
った。そして，彼は立ち去るのにあたり， I私たちはこの集りをどこか他の場所に移さなければな
りません。」 と言いながら，友人たちに別れを告げた。それからほんの数日ののち彼はこの世を去
(39) 第 7 パラグラフの大要が採録されている。
(40) 次の注も含めて第 8 パラグラフが採録されている。
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った。
スミス氏の親友の一人， リデル氏は草稿問題についての会話の席に居合せたというが，ハットン
氏の注記に追加Lて，スミス氏は「自分があれほどわずかしか果たせなかった。」 ことを残念がっ
た，と私に述べた。 rしかし，私は.J と彼は言ったという. rもっとやるつもりでいた。それに，
私の書類の中には材料があるし，それを大いに利用することもできたはずだった。しかし，それも
今となっては問題外だ。」
死に直面して手元にそのまま残りそうな未完成作品を破棄しようという考えが，突然のないし早
(41) 
急の決心の結果でないことは，スミス氏が1793年にヒューム氏に宛てた次の手紙から明らかである。
それは彼がスコットランドを相当長い間留守にする見通しでロンドンへの旅を準備Lていたときに
書かれた。
「
拝啓 エディンパラ. 1773年 4 月 16 日。
私は私すべての学問的な原稿の後始末をあなたに託したのですから，申し上げておかなければな
らないのは，私がここに携えて行く草稿を除けば，公表に値するものは大著の断片以外に何もない
ということです。この断片は次々と世評を呼んだ天文学体系のデカルトの時代に至るまでの歴史を
内容としています。それが計画倒れの未熟な著作の断片として出版されてよいものかどうか，私は
完全にあなたのご判断に任せます。もっとも私はこのいくつかの部分については内容の堅実さより
も洗練さの方が多いのではないかと自分ながら気になり始めているのですが。この小作品は私の奥
の部屋の薄いフォリオ版紙綴本の中に見出されるはずです。この机の中や，私の寝室にある大机の
ガラスの両開き戸の中にあなたが見出される他の一切の綴じてない原稿は，あなたがこれも同じガ
ラスの両開き戸の中に見出すはずの約18冊の薄いフォリオ版紙緩本同様に，調べたりせずに破棄し
ていただきたいので、す。私が全く突然に死にでもする場合は別として，私が携えて行く原稿はいず
れ注意深くあなたに送られるよう手配する予定です。
敬具
アダム・スミス
デイヴィド・ヒューム兄
セント・アンドル一広場 」
『道徳感情論』への増補は，その大部分は耐えがたい病のもとに執筆されたのだが，幸いに
して，その前の冬の初めに印刷所に送られており，著者は生きてこの作品の刊行を見ることが
できた。この増訂部分を貫いている道徳的で厳格な調子は，彼の衰えつつあった健康状況と結
び合わせて考えられたとき，彼の悲壮な雄弁に一種独特な魅力を加え，また，彼の青年時代の
学究的隠遁生活の中で彼の才能の最初の情熱を呼びさまし，そして彼の精神の最後の努力の拠
り所となった崇高な真理に対して，もしそれが可能とすれば，新たな興味を人に伝えるもので
ある。
彼がグラスゴウ大学の総長に選出された結果として， 1787年同大学の学長に宛てた書簡の中
(41) 1773年の明らかな誤植である。
(42) 第 9 パラグラフに相当する。
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に，これらの重要な研究に何にもまして特に捧げられてきた，彼の学究的経歴のこの時期を彼
が回顧する毎に常に味わった満足感について，一つの面白い記録が残っている。 rどのような
抜擢も， J と彼は言っている， r私にこれほど身にしみる満足を与えることはできなかったこと
でしょう。私がグラスゴウ大学に負っている以上に大きな思義をどんな人も一団体に負うこと
はありえないでしょう。大学は私を教育し，オクスフォードに派遣してくれました。私がスコ
γ トランドに戻るとまもなく，私を大学の一員に選出し，その後に他の職に移籍してくれまし
た。この職は，決して忘れられることのなし、ハチスン博士がすぐれた実例を示されていたので、
した。この大学の一員として私が過ごした13年間を，私は私の生涯のうちでこの上もなく有益
で，それゆえにこの上もなく幸福で、名誉ある時期であったと記憶しています。そして，それか
ら23年たった今となっては，旧友や支援者たちによってこのように快い方法でなぐさめていた
だきますことは，私の心からの喜びであり，何とも申し上げようがないほどであります。」
彼をあれほどきわだった知的な天賦の才能と修得した学識について. 彼の視野の独創性
や包括性，彼の情報の広さ，多様性および正確さ，彼の発明の才が尽きることなく豊かである
こと，また，彼の豊かで美しい空想力が古典の教義から借用した文飾について，一一彼は後世
に不滅の記念碑を残した。彼の私人としての真価に関しては，すべての証言のうちもっとも確
実なものが，さまざまな生活関係のすべてを通じて彼の身に着いて廻った信頼，尊敬および愛
着の中に見出されうるであろう。日ごとに増大してゆく病の圧迫のもとで、彼が保った平静さと
快活さや，彼が最後まで、友人たちの幸せに関係するすべてのことについて感じていた温い関心
は，彼が体力の許す限り週に一晩ともに過ごすのを習慣としていた小さな集りによって長い間
追憶されるであろう。事実，この集団にとって彼の真価を回想することは今なお悲しくはある
が，心地よい団結の紳となっている。
彼の精神についてのもっと微妙な性格上の特徴を描くことはおそらく不可能であろう。彼の
習慣にも彼の知的性質にも，多くの特性があったことは，いかに皮相な観察者にも明白であっ
た。しかし，彼を知る人々にとって，この種の特性は彼の才能がおのずとうながす敬意の念を
少しも損なうことはない。また，そのような特徴はきわめて興味ある姿で彼の心情の飾り気の
ない素朴さを表わしていたので，彼の親友たちにとっては，彼の会話に筆舌に尽くせない魅力
を加えたとはいえ，それらを公衆の目前に提示するのには非常に熟練した筆が要求されるであ
ろう。彼は確かに俗世間の広い交際とか商業世界の実務には適していなかった。彼が少年期以
来積み重ねてきた広範囲にわたる思索と，彼自身の発明の才によって絶えず彼の思考にもたら
された多種多様な素材とは，彼を習慣的に身近な対象ゃありふれた出来事に対して頓着しない
という習慣を形成した。かくして，彼はしばしば，<ラ・>ブリュイエールの空想力によって
(43) 第10パラグラフに相当する。
(44) 第11パラグラフに相当する。
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さえほとんど凌駕されたことのない，放心の実例を示した。会合の席においてさえ，彼は自分
の研究に心を奪われがちであった。そして，時としては，彼の唇の動きや，同じく彼の外観や
身振りによって，彼が文章の執筆に熱中しているのがうかがわれさ?
今述べた欠点におそらく部分的には原因があったことなのであろうが，彼は会話の中でも日
常的対話に容易に入って行けず，自分の考えを講義の形で伝えるという傾向が多少あった。し
かし，彼がそのようなことをしたときも，それは決して話を独占したいとか，自分の虚栄心を
満足させたいとかいう欲求から起ったわけではなかった。彼自身の性向は自分の周囲の人々の
快活さを黙って楽しむ風にきわめて強く傾いていたので，彼の友人たちは彼の関心をもっと惹
きそうな討論に彼を参加させるために，しばしば小さな策謀を考えるようにさえなった。また，
私の言い過ぎとしてとがめられることもあるまいと思うので述べておくが，彼が新しい話題を
自分から切り出したとか，他人によって持ち出された話題に対して不用意に見えたとかの例は
かつてほとんど知られていない。事実，彼の会話は彼がほんの輪郭しか知らないような，きわ
めて限られた知識分野について，彼の才能を自由に発揮させたときほど面白いことはなかった
のである。
彼がわずかな面識に基づいて人々に関して抱いた見解はしばしば誤っていた。しかし，彼の
本性の性向は彼を根拠不十分な偏見よりも，むしろ盲目的偏愛へと傾けた。彼の精神がいつも
存在している人間的事象についての幅広い展望は，普通人の性格の面白くもない特性をいちい
ち研究するだけの暇も性癖も彼に残さなかった。このようにして，知性の能力や心情の働きに
は親密に通じており，また，彼の理論の上では，天分についても情念についても，徴妙なあや
に至るまで絶妙の筆致で描き出すのに慣れていたにもかかわらず，なおかつ，個人についての
判断にさいしては，彼の評価が驚くべき程度まで，真実から遠いということが時々起つ忽
彼が彼の社交時の気軽きゃ打ち明け話の中で，書物についてとか，思索の問題について思い
切ったことを言うのが常であった意見もまた，そのどれもが一様に，彼の知性の優越性や彼の
哲学的諸原理の独自な一貫性から期待されたはずの性質のものだったわけではない。それらの
見解は偶然の事情や，その時の気分に影響されがちであったし，また，それらは，彼に折々に
しか会わない人々によって受け売りされると，彼の真意を損ないそれとはウラハラの観念を示
すことになった。しかし，このようなばあいも，他の大部分の場合と同様に，彼の意見の中に
は常に沢山の創意と真理とが存在していた。そして，同じ主題について彼が異なった時に述べ
た異なった見解が相互に限定し合い制約し合うような形ですべて結合されたとしたならば，そ
れはおそらく，包括的であると同時に正当でもある決定のための材料を提供していたであろう。
しかし，彼は友人たちとの集りの中では，われわれが彼の著作において賞賛するような練り上
(45) 第12パラグラフの大半に相当する。
(46) 第13パラグラフに相当する。
(47) 第14パラグラフに相当する。
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げた結論を出そうという気持を持たなかった。そして彼は，彼の気分ないし思い付きが示した
最初の見地からの大胆で手際よい対象の素描で大体は満足した。彼が長い付き合いによって完
全に理解しているはずだと想像された人々の性格を，屈託のない上機嫌のうちに描写しようと
試みたときにも，大体は同じ種類のことが指摘されてよいだろう。画像は常に生き生きとして
表現に富み，ある特別な面から見られたときには，本人にそっくりで面白いものとなっていた。
しかし，おそらく，当の本人の正確で、完全な観念を，そっくりそのまま伝えることはほとんど
なかった。要するに，あまりに体系的であり，またあまりに極端でありすぎることが，彼の思
い付き的な判断の欠点であった。
しかし，彼のやり方の以上のような細かい特性がどのように説明されるにせよ，それらが彼
の精神の偽りのない素朴さと密接に結ぼれていたことは疑いえない。この愛すべき性質の点で，
彼は，善良なラ・フォンテーヌについて述べられている物語を彼の友人たちの心にしばしば思
い浮かばせた。彼のばあい，この性質の長所は彼の政治的および道徳的著作の中で長らくヨー
(49) 
ロッパの感嘆をかちえてきた推理力や雄弁力と結合するという特性に由来している。
彼の外見や外容にはなんら異常なものはなかった。すっかりくつろいでいるとき，そして会
話に熱中しているとき，彼の身振りは活気を帯び，上品でなくもなかった。また，愛する人々
との集りでは，彼の容貌はしばしば何ともいえない温和な徴笑で、輝いた。見知らぬ人々との集
会では，彼の放心の傾向や，またおそらくはそれ以上に，この傾向について彼が意識している
ことが彼の物腰を多少ぎこちなくした。一一ーこれは適宜性という例の思弁的諸観念によってお
そらく少なからず強められたと思われる結果であった。しかしこの適宜性観を彼の隠遁的な習
慣は彼の観念の中で完全にさせ，同時にそれを実現する彼の能力を減退させようとする傾向を
持っていた。彼は肖像画のためモデルとして座ったことは決してなかった。しかし，タッシー
のメダルは彼の横顔と彼の顔つきのおおまかな表現についての正確な観念を伝えている。
(51)* 
*巻頭に掲げられた彫刻画はこれによって描かれている。
彼の貴重な蔵書は，彼の財産の残余とともに彼の従弟，弁護士デイヴィド・ダグラス氏に遺
された。この若い紳士の教育のため，彼は余暇の多くを用いたので、あった。そして彼の死去二
年前になってやっとのこと(彼がこの青年との共同生活の楽しみなしには済ませにくかった時
に〉彼はミラー氏の世話のもとでグラスゴウで法律を学ばせるために彼を送り出したのだった。
これは，自分の友人の向上のための私利私欲を忘れた彼の熱意について，また同時にこの卓越
した教授の能力について彼の抱いていた敬意について彼が示すことので、きたもっとも強力な証
(48) 第15パラグラフに相当する。
(49) 第16パラグラフに相当する。
(50) 第17パラグラフに相当する。
(51) これは当然ステュアートの原典には見られない注である。
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明であった。
彼の遺言執行人はブラック氏とハットン氏であった。この両名と彼はもっとも親密と誠意を
きわめて友情という習慣の中で長らく生活してきたのだったが，この両氏は，スミス氏に示し
てきた彼らの親愛の情以上の多くの証拠だけでなく，彼の最期に立会うという悲しい役目を合
(53) 
せ持ったので、ある。J [1796, Feb. p. 75.J 
以上に訳出された「スミス伝」は，若干の省略をともなってはいても，有名なデユーゴルド
・ステュアートのそれの縮小版であって，スミス没後まもなくこの雑誌に信頼に値する彼の伝
記が示されたことは，スミスについての正確な知識が普及することに貢献しただろうと推測さ
れる。
11. スミスの「舞踏論」
<アダム・スミス法学博士による模倣芸術としての踊りに関する諸考察>
「踊りの模倣力は，楽器で演奏される音楽のそれよりもはるかに優れており，少なくとも他
のどの芸術のそれにも等しいか，おそらくはそれに勝っている。しかし，楽器で演奏される音
楽と同じく，それは必ずしもあるいは本来的に模倣的であるわけで、はなく，何かを模倣すると
いうことがなければあまり適切な効果を生み出すことはできない。われわれの通常の踊りの大
部分のばあい，模倣はほとんどないし全然、存在しないのであって，踊りは，風変わりな優美さ
を表わすか，驚くべき機敏さを要求するような音楽の時間と程度によって規制される足踏み，
身振り，しぐさの連続からほとんどもっぱら構成されているのである。本来模倣的であったと
いわれているわれわれの踊りのいくつかでさえも，われわれがその練習を行なう方法において
は，ほとんどの場合にそうではなくなってしまっている。女性が男性を数度か通過したり，引
き返したりしながら，まず男性の一方の手を，次に他方の手を，それから両手を放すメヌエッ
トは，本来ムーア人の踊りであったと言われるが，愛の感情を象徴的に表わしたものであった。
わが読者の多くはこの踊りをしばしば踊ったことがあろうし，それを見物したすべての人の意
見には，それが元来表わそうとしていた寓話的意味について，踊り手でもその見物人たちにし
ても一度も思い及ばなかったにしても，大いなる好意と礼儀が備わっている。
踊りのステップに伴奏をつけ，演出を加える音楽のリズムに拍子を合わせて動く，すなわち
言ってみればその調子を取る，普通のダンスのステップと呼ばれる，一定の釣り合いの取れた
(52) 第18パラグラフに相当する。
(53) ステュアートによる「スミス伝」本文最終の第 5 節第19パラグラフの採録である。
(54) この論説は， Smith [1980J の pp. 207-209 の Part. III の全文に相当する。またその pp. 171-
175の「序文」を参照のこと。篠原 [1986J の第 4章第 2 節も参照@
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調子が整った足踏みは，他のすべての種類の動作からダンスを区別する本質的な特徴である。
踊り手が，この種のステップを踏み，この拍子とリズム(調子)を守りながら，人間活動の通
常のないしはもっと重要な行動を模倣するとき，彼は言ってみればある種のものから非常に異
なる種類の他の物に似たものをこしらえ上げるのである。彼の技能は，手本にしている物と模
倣されている対象の聞に自然、が定めた相違を克服して，そのためにあらゆる模倣芸術に備わる
種類の価値をある程度持つことになる。この相違は，実際には，それらの芸術のいくつかの部
分におけるほど大きくはないし，相違を克服した模倣の価値も従ってそう大きくない。有能な
模倣ダンサーはきわめて注目に値する程度の功績を持つ場合があるので，彼の模倣するものが
われわれに与えることのできる楽しみは，他の二つの芸術家のいずれのそれにも劣らないこと
がある。彫刻を作ったり，歴史を描いたりする対象は何であっても，彼の模倣する力の及ぶ限
りの中にあるので，対象を表現するにあたり彼の技能は他の二つのいずれに対してさえ，ある
程度の優位を持っている。
彫刻学も歴史叙述も，模倣しようと考える主題(事件)のただ一つの瞬間を表現することが
できるだけであって，くそれを>準備した諸原因，それに続いた諸結果，そのただ一つの瞬間
の状況とかはすべて模倣の範囲を超えている。パントマイムダンスは，それらの原因や結果を
はっきりと表現することができるので，それはただ一つの瞬間の状況に限定されないけれども，
それは叙事詩のように，中味のたっぷりある物語のすべての出来事を表わし，関連して興味深
い状況の長い継続と連続を説明することができる。だからそれは彫像家や絵画のいずれにもは
るかにましてわれわれに感動を与えることができる。古代ローマ人たちは，われわれがもっと
も興味深い悲劇の上演の場合にそうするように，パントマイムの上演の時に涙を流すのを常と
したけれども，その効果たるや彫刻や絵画の力の全く及ぶところではないのである。
古代ギリシア人たちは舞踊国民で、あったように思われ，庶民階級も舞台の踊りもすべて模倣
的であったように思われる。古代ローマ人の舞台ダンサーも同様にそうであったように思われ
る。その厳粛な人々の間では，個人的集りで踊ることは下品で、あると考えられており，そのた
め彼らは共通の踊りを全く持ちえなかった。いずれの国民においても模倣が舞踏に本質的で、あ
ると考えられていたように思われる。
それは現代においては全く異なったものになっている。われわれには舞台上のノミントマイム
ダンスがあるとは言っても，われわれの舞台ダンスのなお大部分はパントマイムではないし，
何かの模倣をしているとはおそらく言われなし、。われわれの共通の踊りの大部分は，決してパ
ントマイムではないか，ほんのわずかな例外はあってもほとんどすべてそうであることをやめ
ている。
古代と現代の踊りの間のこの注目すべき相違は，音楽の相違の中のそれに対応する違いの白
然、的結果であるように思われるが，その違いが一方と他方とに伴奏を与え，演出をしている。
現代においてわれわれは，ほとんどいつでも楽器の音楽にあわせて踊るけれども，それはも
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ともと模倣的ではないので，音楽が演出し，言ってみれば鼓舞する踊りの大部分はそうである
ことをやめてしまっている。それに対して，古代においては，人々はほとんどいつでも声楽に
あわせて踊ったように思われるけれども，その音楽が必要なものであり，本質的に模倣的であ
ったので，彼らの踊りもまたそうなったので、あった。古代人たちは，厳密に楽器と呼ばれるよ
うなもの，または声に出して歌われるのではなく楽器で演奏されるように作曲された音楽をほ
とんど，ないしまったく持っていなかったように思われるので，彼らの吹奏楽器や弦楽器は，
音声の伴奏ないし演出として役立つただけのように思われる。
田舎では，一団の若者たちが，踊りにあわせるフィドルも笛もないのに踊るのを好んで、いる
と言うようなことがよくある。集団のその他の人たちは踊っているのに一人の女性が歌を引き
受けている。ほとんどの場合彼女が歌うのは，音だけであって歌詞ではない。だから音声は楽
器と異なるところがなくなってしまい，ダンスは普通のやり方では何ら模倣をともなわずに行
なわれている。だが，もし彼女の歌詞を歌い，そうした歌詞の中に普通の精神やユーモア以上
の何かが存在するようなことがあれば，直ちに集団全体，とりわけ最良の踊り手全員とほとん
ど気楽に踊っている人々全体が，多かれ少なかれパシトマイムとなり，彼らの力の限り上手に
行なわれる彼らの身振りとしぐさとによって，その歌の意味と構想を表現するのである。これ
は，古代人たちの間で、きわめて一般的な習慣で、はあるが，同一人物によって踊りと歌が行なわ
れるならば，なおさら妥当することになる。つまり，それは大きな声と頑丈な体格を必要とす
るけれども，これらの長所と長い訓練とによって，きわめて高度なダンスがこうしたやり方で
行なわれうるのである。私はかつてニグロが自分自身の歌，自分自身の国の出陣の踊りにあわ
せて非常に激しい動きと表情で踊るのを見たけれども，その場合女性だけではなく男性もまじ
えた集団全体が，できる限り彼の激しい怒りの妨げとならぬように，椅子や食卓の上に登って
いたので、あった。ギリシア語の中にはいずれも踊ることを意味する二つの動詞が存在し，それ
ぞれが踊りと踊り手の意味を持つそれ固有の派生語を持っている。ギリシア人の若者たちの大
部分においては以上のような 2 組の言葉が，ほとんど同意の他のすべての場合と同じように，
しばしば混同され，またでたらめに使用されている。だが，もっとも優秀な批評家たちによれ
ば，全く正しいことに，これらの一つの動詞の意味するところは，同時に踊りかつ歌うこと，
ないしは自分自身の音楽にあわせて踊るということである。くさらに>もう一つの方は，歌が
なくて踊ること，ないしは他人の音楽にあわせて踊ることを意味するのである。その上，それ
らのそれぞれの派生語の意味にはそれに相応した相違が存在すると言われている。 50人以上か
ら構成されることもある古代ギリシア悲劇の合唱隊においては，笛を奏でるものもあれば歌を
歌うものもあったが，全員が踊り，それも自分たち自身の音楽にあわせて踊ったので、あった。」
口796， Apr. p. 600-602.J 
この「模倣芸術論」の抜粋の意味するところは何であろうか。それは，まずスミスの遺稿集
- 53 ー
渡辺邦博
『哲学論集』がその前年の1795年に出されたことから見れば，なぜ『哲学論集』の中からこの
部分が抜粋されたかは分らないが，いち早く『哲学論集』の紹介を意図したもので、はなかった
かと考えられる。この抜粋の合意については， リズムが音楽と舞踏とを「結合する原理」だと
するスミスの主張に注目する山崎 [1984J をあげておきたい。
盛況を極めたわが国のスミス研究も現在のところ一段落をつけた感があり，加えてこの論説
をその一部とする「模倣芸術論」やその他の諸論文を収めた『哲学論集』の研究は未開拓の部
分を多く残している。
IV. IJ、 13 
スミスの死の記憶がそう遠ざからないうちに，肖像画，標準的伝記，さらには遺稿の紹介が
行なわれたことによって，道徳哲学・法学・経済学とし、う学問の枠に入りきらない，アダム・
スミスの全人格に対する世評を汲み取ることができる。スミスの故郷であるスコットランドの
雑誌に載せられたということはあっても，スミスが築いた地歩の大きさもあらためて確認で、き
るのである。彼は古今を通じた学者の中で、も稀な例と言えるだろう。
[本稿は奈良産業大学経済学会1992年度特別研究助成金による研究の一部である。]
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